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上
巻

　
暴
に
吾
人
は
本
書
の
下
巻
々
紹
介
し
た
が
、
今
叉

此
慮
に
久
し
く
品
切
ご
な
っ
て
居
た
上
巻
が
第
三
版

ざ
な
っ
て
機
萱
ぜ
ら
れ
た
の
為
機
こ
し
、
本
誌
護
看

に
紹
介
し
よ
う
ざ
思
ふ
。
先
づ
第
一
編
総
論
の
第
】

章
に
は
天
文
學
の
定
義
ご
分
類
、
第
二
章
に
ば
各
種

の
座
標
ご
其
の
三
門
法
、
第
三
章
に
に
天
交
用
器
械

第
四
章
に
ば
観
測
の
修
正
・
次
に
第
二
編
太
陽
系
の

笛
即
五
章
・
地
球
、
山
面
⊥
ハ
出
早
時
、
第
七
諦
早
月
の
灘
噛
鋤
酬
、
餓
翔

八
章
或
星
の
運
動
、
第
九
章
食
、
第
†
章
萬
有
引
力

第
十
｝
章
大
陽
系
細
論
、
第
＋
一
．
一
章
太
陽
こ
云
ふ
風

に
配
列
し
智
全
編
か
断
じ
｝
様
に
稀
薄
に
記
蓮
ぜ
、
ら

れ
、
入
門
者
に
取
り
絶
好
の
指
鍼
こ
な
ろ
で
あ
ら

う
。
通
俗
書
の
弊
こ
し
て
概
ね
籔
式
な
省
い
て
あ
ろ

が
此
の
書
に
に
可
な
り
其
れ
な
含
み
球
面
三
角
法

の
式
も
三
個
所
ド
使
用
し
て
あ
ろ
。
唯
審
か
し
い

の
は
太
陽
の
直
径
、
質
量
、
叉
地
球
ε
月
ミ
の
質
量

等
が
洩
れ
て
居
る
事
で
、
其
の
他
光
行
差
、
章
動
、

歳
差
等
の
最
も
讐
通
な
術
語
な
僅
々
数
行
に
誠
明
し

去
っ
て
あ
ろ
の
ば
物
足
ら
な
く
感
ず
ろ
。
其
れ
か
ら

挿
入
の
圖
版
は
九
十
五
な
数
へ
・
其
等
が
物
々
し
く

樹
圖
こ
し
て
｝
枚
の
紙
為
占
有
す
ろ
事
な
く
、
何
れ

も
つ
㌧
ま
し
く
本
壷
中
に
刷
り
込
ま
れ
て
居
る
の
は

嬉
し
く
感
ず
ろ
。
警
ひ
其
の
身
ば
死
す
マ
」
も
、
斯
く

其
の
著
述
が
後
ま
で
も
残
っ
て
後
進
者
に
稗
盆
為
輿

へ
る
著
者
の
亡
購
に
直
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る

次
錆
で
あ
る
。
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